様式２０

土地建物賃貸借契約書（例）
    賃貸人　　　　　（以下「甲」という。）と賃借人医療法人社団　　　　（以下「乙」という。）との間に、次のとおり土地建物賃貸借契約を締結します。
  第１条　甲は、その所有する次に表示の土地と建物を診療所経営の目的をもって乙に賃　　貸し、乙はこれを賃借することを約する。
      賃貸借物件の細目
（１）土地
所在
地番
地目
面積　　　　　　　　　　　　　平方メートル
        （２）建物
所在
種類
構造
床面積　１階                   平方メートル
　　　　２階                   平方メートル
  第２条　賃貸借の期間は、令和　年　月　日から令和　年　月　日までの１０年間とす　　る。
　第３条　賃料は壱か月金　　　　　　　　円也とし、乙は毎月末日までに翌月分を甲の　　住所に持参して支払うものとする。ただし、その賃料が経済事情の変動、公租公課の増額、近隣の賃料との比較等により不相応となったときは、甲は契約期間中であっても、賃料の増額の請求をすることができるものとする。
  第４条　甲は、敷金として金　　　　　　　　円也を乙から受領した。
　第５条　乙は、本件土地建物を診療所の目的に使用するほか、他の用途に使用してはな　　らない。
  第６条　乙は、本件賃借権を譲渡し、又は本件土地建物を転貸してはならない。
　第７条　乙は、本件の建物を改築するときは、事前に甲の書面による承諾を得なければ　　ならない。
　第８条　乙が次の場合の一つに該当したときは、甲は、催告をしないで直ちに本契約を　　解除することができるものとする。
  　　  １　３ヶ月分以上賃料の支払いを怠ったとき。
２　賃料の支払いをしばしば遅延し、その遅延が本契約における甲と乙との間の信頼関係を著しく害すると認められるとき。
   　　 ３　乙が前条の規定に違反したとき。
   　　 ４　その他本契約に違反したとき。
　第９条　建物の部分的な小修繕は、乙が費用を負担してみずから行うものとする。
　第10条　乙（その使用人も含む。）の責めに帰すべき事由によって建物を破損又は滅失
　　　　 したときは、乙はその損害を賠償するものとする。
  第11条　甲は土地建物に関する公租公課を負担し、乙は電気、水道、ガス等の使用料　　を負担する。
  第12条　敷金には利息を付けないものとし、乙が賃料の支払いを怠ったとき又は第10　　条の損害賠償金を支払わなかったときは、甲は敷金をもってその弁済に充当することができる。
　第13条　甲は、賃貸借契約が終了し乙から土地建物の明渡しを受けたときは、その明　　渡しと同時に敷金を乙に返還する。ただし、延滞賃料又は第10条の損害賠償金があるときは、これを差し引いてその残額を返還するものとする。
　第14条　本契約に関する紛争については、甲の居住地の裁判所を第一審の管轄裁判所　　とすることに各当事者は合意した。
　第15条　連帯保証人は、賃料の支払い等本契約に基づく乙の一切の債務について保証　　し、乙と連帯して履行の責めを負うものとする。
　第16条　本契約は、石川県知事の医療法人社団　　　　　設立認可の日をもって発行するものとし、同法人が成立のうえは、乙の表示は、医療法人社団　　　　　　理事長　　　　　　　と読み替えるものとする。
以上のとおり契約が成立したので、本契約書約２通を作成し、各自記名のうえ、　各一通を所持する。
令和　年　月　日
賃貸人　甲　　住所
　　　　　　　氏名                         
                賃借人　乙　　住所
名称　医療法人社団○○会
設立代表者　　　　　　       
                連帯保証人　　住所
氏名　　　　　　　           
収 入
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